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特　集  特　集

――パーパスを発信する新聞広告の価値

服部氏：新聞の発行部数は減少している
ものの、新聞広告の果たす役割は大きいと
感じています。企業は山積する社会課題と
無縁ではいられません。デジタル化による
社会構造変化・商品サービスの均質化が
進む中で、どう競合他社と差別化し生き残
っていくか。その課題意識から、自社のパ
ーパスや存在意義を改めて見つめ直すた
めのリブランディングの動きが活発化して
います。
　たとえば当社では、クライアント様と共
にこれからあるべき未来を考え、共に創っ
ていくFuture Creative Centerという部
署もあり、日々多くのご相談を頂いていま
す。こうした状況下で企業が社会と接点を
持ち、自らのメッセージやブランドを語るコ

ミュニケーションにとって、新聞広告は非
常に相性がよいと考えています。
　記念日を活用したコミュニケーションも
こうした事例の一つと考えています。記念
日広告といえば、かつては日頃のご愛顧へ
の感謝をお伝えする、いわゆる「正月広告」
などが一般的でしたが、近年では国際女
性デーに合わせた出稿のように、ある課題
に対し社会的な関心が高まるモーメントを
コミュニケーションタイミングやリブランデ
ィングの機会と捉え、より効果的に自社の
想いを発信する企業が増えてきていると感
じます。
　商品を売るための広告だけではなく、ブ
ランドをつくり、企業としてのアクティビテ
ィーを発信するために新聞は効果的な媒
体です。国民性や地域の課題、世代の課
題に対し本来解決策を持っている企業を

　新聞は毎日刊行され、同じ読者に継続的にコミュニケーションを取ることができるからこそ、特定の日に向
けた効果的な発信に適した媒体と言えます。記念日や企業・商品の周年の節目に展開する新聞広告に焦
点を当て、インタビューや事例紹介を通して新聞の持つ媒体力や発信力について考察します。

――シーンの設定と日付もクリエイティブ

井戸氏：日付にこだわって制作したところ
反響が大きく、クライアント様のビジネス
に貢献できた広告事例として、2022年か
ら展開しているユニクロの母の日、父の日
キャンペーンについてご紹介します。これ
は誰もが気軽に感謝の気持ちを伝えるこ
とができるカジュアルギフトを提案したい
という広告主の依頼を受け、その提案機会
として母の日、父の日向けの広告を立案し
たものです。
　22年の母の日キャンペーンは人気漫画

『あたしンち』のお母さんが紙面をめくるた
びに大きくなって迫ってくるというビジュア
ルとコピーで、プレゼントを期待する母親
の心情を伝えました。新聞でSNSの拡散
を狙う施策は同社にとって初めてだったの
で読者の反応を予測できませんでしたが、
掲載後はSNSで大きな反響がありました。
　23年は人気漫画・アニメ『ちびまる子ち
ゃん』の広告を展開しました。紙面をめく
っていくと二つの広告が別 に々掲載され独
り言を言っているように見えますが、中の
数ページを抜くとまる子とお母さんのお互
いの想いがつながっているという広告企画
を展開しました。
　母と子どもの普遍的な関係性を捉えた
広告は日本にとどまらずグローバルな話題
の広がりが見られ、アジア各国で広告を機
に購買につながり、現地のメディアでも取
り上げられました。母の日、父の日が世界
共通の記念日だったため、新聞を起点に世
界に拡散していきました。これは私たちと
しても想定外の出来事でした。
服部氏：母の日、父の日に合わせて家族間
のプチギフトを提案するというシーンの設
定は商品の需要と的確にマッチしており、
その設定が秀逸だなと非常に感心した事
例です。子どもから親へのプレゼントは、高
価なものをもらうというよりも、日頃の感
謝をプレゼントに込める気持ちそのものが
うれしいものです。その経済感覚も含め、
母の日、父の日の新聞広告は効果的だっ
たと言えるでしょう。表現だけでなく、出稿
のタイミングも大事なクリエイティブ要素
だということを教えてくれました。
井戸氏：広告の出稿日は母の日、父の日の

それぞれ数日前で、この点も重要視したポ
イントです。母の日、父の日よりもだいぶ前
の掲載では意味がなく、直前すぎる掲載で
も商機を逃してしまう恐れがあります。こ
の点にもこだわり、出稿日を検討しました。
　24年度は父の日キャンペーンに注力し
ました。母の日に比べ父の日は盛り上がり
に欠ける点がみられることから、もっと父
の日を応援できるのではないかと考え、『あ
たしンち』『ちびまる子ちゃん』『天才バカボ
ン』のお父さん3人が登場する広告を展開
しました。
　ユニクロの事例では定番の記念日での
展開をご紹介しましたが、生活者の立場、
さらに特定のターゲットに限定して考える
と、365日の中で記念日として一般化され
ていなくても、さまざまな節目となる日、感
情が高まる日があり、その日だからこそ企
業が届けられるメッセージや活動があると
思っています。例えば、特定の地域に限定
することで、地元の人々の動きや気持ちか
ら「〇〇の日」を発見していくという展開も
できそうだと思います。
服部氏：歴史的な事象に基づいてその地
域ならではの特別な日を作るという機能も
新聞社ならではの展開だと思います。地方
であればお祭りや伝説に基づいて、記念日
をたてることもできますし、そうした展開は
共感性も高いと思います。

――新聞広告だからできることは

服部氏：新聞広告においては、新聞社側か
らアジェンダセッティングをしていくことが
必要だと思います。今の時代やこのタイミ

ングにこうした活動が必要で、そのために
活動に賛同する企業に呼びかけることがで
きるというのは、日々社会課題を伝える新
聞社だからこそできることだと思います。
　例えば国際女性デーだったら、その日の
盛り上げ方や全体の設計を企画すること
が、本来新聞社が得意としていることでは
ないかと思います。近年企業連合が重要
になってきていますが、企業連携のプラッ
トフォームとしてメディアで相性がよいの
は新聞です。大型連携の推進役として新
聞が機能し、そこから設計、働きかけがで
きるようになっていくとよいと思います。一
つのアジェンダに対して関係企業は山のよ
うにあるはずですが、それを広げるのは1
社ではなかなかできないことです。
　新聞社は何より、タイムリーな提案力に
強みがあります。広告会社からしても「昨
日こんなニュースがあったことを受けて、今
日これを提案しよう」という働きかけまで
は力が及びきってはいません。毎日ニュー
スを発信している新聞ならではの視点を生
かした展開もできるのではないでしょうか。
井戸氏：広告は、驚きがあってこそメッセ
ージが見る人に伝わっていくと思います。
与えられた既定の枠の中で何らかの驚き
を作れるのが一番よいですが、新聞広告に
おいても、通常の枠を一旦取っ払い新しい
枠の使い方を提案できたら、さらに人 の々
驚きを作りやすくなると思います。
　枠の使い方も含めよりチャレンジできる
と新聞広告の表現はもっと面白くなると思
いますし、新しい表現の開発ができると期
待しています。

結び付けることができる点に、新聞広告の
可能性があると思っています。常識の変化
が激しい現在において、自分たちの本質的
な価値をどの媒体でどのように発信してい
けばよいのか、企業は常に判断を迫られて
います。そうした中、パーパスブランディン
グを発信する場として新聞広告の価値は
高いと言えるでしょう。
　クライアント様が広告に期待しているの
は、発行部数に裏打ちされた確実なリーチ
はもちろんですが、その先の話題の広がり
が生み出す、不確実だけれども大きな可能
性を秘めた着火点となるような働きではな
いかと思います。その点でも、新聞広告は
SNS等との相性もよく、大変拡散しやすい
メディアであり、可能性は大きいのではな
いでしょうか。

話題化の着火点を目指し　新聞社はタイムリーな提案を

株式会社電通
第1CRプランニング局マネージング・ディレクター
服部　展明 氏（はっとり・のぶあき）

株式会社電通
第５CRプランニング局/Future Creative Center
クリエイティブ・ディレクター /部長
井戸　真紀子 氏（いど・まきこ）

この日のためにある新聞広告
　～記念日・周年広告特集～

1999年に電通に入社後、ストラテジック・プランナーとして、自動
車・精密機器・飲料・食品・トイレタリー・外食サービス・通信など、
さまざまなクライアントを担当。
12年よりCRプランニング局、14年よりクリエイティブ・ディレク
ター。24年より現職。

ストラテジック・プランニング局を経て、クリエイティブ局へ。スト
ラテジーからクリエイティブまで一気通貫でプランニングを行い、
コミュニケーションから新事業/新商品開発、コンテンツ開発など、
幅広いソリューションの提供を行う。

朝日新聞、東京新聞、中日新聞　2023年5月10日付
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――記念日協会の設立の経緯や理念は

　20代の頃放送作家をしており、日 ラ々ジ
オ番組のネタ探しに苦労していました。イ
ンターネットが発達していなかった当時は、
週刊誌や新聞などを中心に情報収集して
いました。あるとき記念日が番組の企画に
使えると気付いたことをきっかけに調べ始
めてみて、記念日の力を実感するようにな
りました。一方で、既に世に出ている情報
の誤りに気付くことも多く、それなら自分
で記念日に関する情報をまとめてみようと
考え、1991年に日本記念日協会を立ち
上げました。
　当協会では、記念日の価値を「日付のあ
る文化」「毎年やってくるビジネスチャンス」

「歴史を記憶する最高の装置」と位置付け
て活動しています。さまざまな事業の中で
も、核となっているのは記念日と周年記念
の認定登録事業です。正しいデータを集
めて管理し、ウェブサイトや『すぐに役立つ
366日記念日事典』、記念日関連のカレン
ダーなどの商品を通じて情報を提供する
ことを大切にしており、この積み重ねによ
り記念日が歴史を記録し記憶に残す機能
を持つようになると考えています。
　また、記念日を通じた啓発活動もしてい
ます。例えば「点字ブロックの日」である3
月18日は、岡山県の盲学校近くの交差点
に世界で初めて点字ブロックが敷設され
た日です。「点字ブロックの上に物を置か
ないで」ということを社会に広めるため、毎
年岡山市内を点字ブロックをたどって歩く
活動をしています。

――記念日を登録する目的は

　商品名を記念日にする企業は非常に多
く、認知度にかかわらず事実確認ができれ

ば記念日に登録しています。記念日にした
いと考える企業は、商品に対して大きな情
熱を持っている傾向があります。大手企業
では一つのPRアイテムとして記念日を捉
えていることが多いですが、中小企業の方
はインナーコミュニケーションの充実や自
社のアイデンティティーのために登録した
いという考えもあるように思います。自分た
ちの扱っている商品やサービスの記念日が
できることは社員の励みにもなるので、記念
日がある種のステータスに近い存在になっ
ているのかもしれません。また、記念日は日
付が決まっているため目標をたてやすく、今
後どんなプロモーションを展開するかとい
う計画を組みやすい側面もあります。

――記念日を取り巻く市場の変化について

　協会設立から最初の1年間は記念日の申
請が全くありませんでした。当初は企業が登
録する記念日への受け止め方もさまざまで
したが、現在は記念日に合わせたマーケティ
ング活動に消費者が喜んでくれるというモ
デルができています。大手企業は特に記念
日を活用したマーケティングの効果を認識
しており、積極的に登録をしています。
　新聞広告では商品を認知させ、それをき
っかけに購買へとつなげていますが、記念
日も話題の着火点として購買へとつなげて
います。その点で新聞広告と記念日は共
通していると感じています。

――新聞と記念日の共通点は

　新聞も記念日も情報として残すという点
で、大事な役割を果たしています。新聞の
信頼性が高いのは、その日の出来事が分
かる媒体だからです。読者の手元に紙とし
て情報が毎日蓄積され、振り返りができる
メディアだと思います。
　新聞社から取材を受けることが多いで
すが、大抵1面のコラムで紹介されます。コ
ラムで季節の話題や記念日の話が多く取

り上げられるということは、読者がそれを
望んでいる面もあると思います。コラムを
見るとその年のその日のことがよく分かり
ます。そのような「日付のあるリアルな価
値」は新聞の絶対的な強みであり、これか
らも新聞は重要な役割を果たしていくと確
信しています。新聞の宅配制度は、大勢の
人に一度に同じ情報を伝達でき、紙として
手元に届けるという点でも、とても価値が
あると感じています。

――記憶に残すために必要なことは

　記念日には災害と結びついたものもあり
ます。阪神・淡路大震災の発災日である1
月17日は「おむすびの日」で、震災時にボ
ランティアの方がおむすびを作って炊き出
しをしてくれた善意を忘れないために制定
されました。辛いと思われる出来事も、そ
のことを「忘れない」ために登録されてい
ます。その意味でも、新聞が重視している

「伝え続ける」姿勢や決意は、記念日と親
和性があるように思います。記念日は人々
の記憶に残すうえでもよりどころになるの
ではないでしょうか。

――新聞広告に期待することは

　放送作家をしていた頃、「悲しい話やう
れしい話より、視聴者の心に残る話を書け」
とよく言われていました。商品やサービス
にも必ず物語があるので、ささやかであっ
ても物語を感じられる広告が新聞に毎日
掲載されていたら、より読者を引き付ける
ようになるかもしれません。
　これからの新聞は若い世代の関心をど
う集めるかが大切になってくると思います。
収益は大事ですが、新聞広告に必要なの
は読者に楽しいと感じさせる要素ではない
でしょうか。記念日をきっかけに社会との
接点が生まれるような新聞広告を展開で
きると、若い人の捉え方も変わるかもしれ
ません。

歴史を記録し記憶に残る記念日

カ
ル
ビ
ー

インパクトあるデザインで
「還暦」伝える

　カルビーは創業時に「健康に
役立ち、安全で安価、そして未
利用な食糧資源を活かした商品
づくり」を掲げました。「かっぱ
えびせん」はこの精神を体現する
ロングセラー商品で、このたび還
暦を迎えました。誕生60周年を
きっかけに「もう一度、かっぱえ
びせんを思い出してもらおう」と
いう思いで広告を掲載。
　「やめられない、とまらない♪人生を楽
しむためのお供として、これからもお客様
と一緒に歩んでいきたい」というメッセー
ジを「このえび、とーまれ！」のコピーに
載せております。インパクトのあるデザイ
ンから「目立つ」「おもしろい」という声も

あり、改めてお客様に興味や関心をもって
もらうことができたと感じております。
　これからも「やめられない、とまらない♪」
お菓子であるため、楽しさを提供し続け
100年ブランドを目指していきます。

マーケティング本部 堅あげポテト・スナック部 
かっぱえびせんチーム ブランドマネジャー

塩﨑　高広 氏（しおざき・たかひろ）

中国新聞のみ創業地である広島県の方言を使用

掲載紙＝朝日、毎日、読売、日経、産経、北海道、河
　　　　北、中日、中国、西日本
掲載日＝2024/3/12
スペース/色＝二連版全30段（朝日、読売）、全15段
　　　　　  （その他、中国のみ切り替え）/カラー
企画・扱い＝朝日広告社
制作＝シーダッシュ、シェルパ
Pro＝住本宜子、楠木愛子
CD＝井上征一郎、水谷秀明
AD＝野口直哉、大山エミリー、若林哲也、山口鉄兵
C＝水谷秀明
D＝山口鉄兵、金田響子、坂尾祐佳里、村山辰徳
Ph＝佐藤翔

小
樽
水
族
館
公
社

トドの迫力ある紙面で
50周年の感謝を伝える

思い切って決断いたしました。
　内容も大胆に、2000字ほどの
感謝の文と紙面いっぱいのトドの
実物大のどアップ写真で構成しま
した。新聞を開いた際の迫力は、
これまでの広告よりも読者の皆様
の興味を引いたのではないかと思
います。実際この広告の掲載日
以降、電話での問い合わせは増
加し、ホームページのアクセス数もうなぎ
上り。来館者も連日前年を大きく上回る
数字を記録し続けました。
　2024年はイルカの出産を控え、目玉の
一つであるイルカショーを7月途中から休
止するかもしれない状況（実際には8月

10日から休止）で入館者減を覚悟してい
ましたが、実際には前年を大きく上回る結
果となりました。
　今後は100周年を目指して更なる努力
を続けていきたいと考えています。

代表取締役社長

伊勢　伸哉 氏（いせ・のぶや）

掲載紙＝北海道
掲載日＝2024/7/14
スペース/色＝全15段/カラー
企画・制作＝北日本広告社小樽支社

　開館50周年という節目を迎えるにあた
り、社内ではさまざまな企画を考えていま
した。全ては「50年間ありがとうございま
した。これからもよろしくお願いいたしま
す」という感謝の気持ちで進めてきました。
　今回の広告も、当初予定外だった全面
広告を提案いただき、一度は費用に腰が
引けましたが、1面を使うのであればこの感
謝の気持ちを前面に出せるのではないかと、

一般社団法人 日本記念日協会
代表理事
加瀬　清志 氏（かせ・きよし）

1953年生まれ。放送作家として記念日を研究していたことを機に91年協会設立。協会の運営や
記念日データの管理責任者のほか、記念日をテーマとした講演活動、企業や自治体の活性化のア
ドバイザーなども務める。

特　集　　この日のためにある新聞広告　～記念日・周年広告特集～  特　集【周年広告事例特集】略語凡例 Pro=プロデュース　CD=クリエーティブディレクション　AD=アートディレクション　C=コピー　D=デザイン　I=イラスト　Ph＝フォト
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特　集　　この日のためにある新聞広告　～記念日・周年広告特集～  特　集

上
毛
新
聞
社

活動30周年の「ぐんまちゃん」　誕生日特集紙面を発行

　群馬県のマスコットキャラクター「ぐんま
ちゃん」が活動30周年を迎えるにあたり、
誕生日の2024年2月22日に特集紙面を
発行しました。
　県内外のファンからお祝いメッセージを
募って紹介するほか、ぐんまちゃんを応援
する企業から協賛いただき、県の協力も

得ながら特設サイトやSNSを活用して、
非新聞読者層にも本企画を知ってもらうこ
とを目指しました。
　たくさんのメッセージが届き、ぐんま
ちゃんが多くの方に愛されていると実感し
ました。掲載後は、SNSで拡散されたりと
多くの反響をいただきました。また、当日

に開催された「ぐんまちゃんお誕生日会」
で紙面を配布し、定期購読者以外からの
紙面購入があったりと、「非新聞読者層へ
のアプローチ」を達成できたと感じます。
　今後も地元紙としてぐんまちゃんを応援
し、地元企業や読者とのつながりを深めて
いきたいと感じました。

有
楽
製
菓

復活を望むお客様へ　ブラックサンダーの感謝を伝える

　多くの方々から愛されるチョコ菓子の定
番・ブラックサンダーは、発売から1年後
の1995年に販売不振のため生産を終了し

たことがあります。その際、九州の
一部の店舗から「人気があるから
また売ってほしい」と復活を望む声
を上げていただき、九州の営業担
当が会社に何度も直談判したことで
再販売が決定。そこから口コミで広
がり、なんとか生産を続けられるこ
とになりました。
　誕生から30年。今日のブラック
サンダーがあるのは、九州のお客
様があの時ブラックサンダーがおい
しいと言ってくれたおかげです。ブラック
サンダーの恩人である九州の皆様へ感謝
を届けたい、恩返しをしたい。そんな想い
から今回の企画は走り出しました。

マーケティング部 部長

杉田　晶洋 氏（すぎた・あきひろ）

営業局企画部

藤井　乃歩 氏（ふじい・のあ）

掲載紙＝西日本、佐賀、長崎、熊本日日、大分合同、　　
　　　　宮崎日日、南日本
掲載日＝2024/7/17
スペース/色＝全15段/カラー
企画＝博報堂
制作＝アマナ（撮影）、ナカチカ（印刷）、博報堂（デザイン）
扱い＝博報堂DYメディアパートナーズ
Pro・CD・C＝荻原海里
AD・D＝榎悠太

掲載紙＝上毛
掲載日＝2024/2/22
スペース/色＝全60段/カラー
企画＝上毛新聞社
制作＝ググデザイン、クリエイティブスタジオ　ビーイング

　広告掲載後、九州だけでなく関東、関
西でも新聞記事で紹介され、テレビ番組
に取り上げられるなど大きな反響を呼びま
した。

立
飛
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

地域の魅力を伝え　立川と共に歩む想いを届ける

　当社は1924年に株式会社石川島飛行
機製作所として設立され、立川飛行機株
式会社を経て、現在では立川市を拠点と
する不動産業を中核とした企業として事業

を展開しております。
　このたび創立100周年を迎え、感謝の
気持ちを皆様にお伝えするため、本広告
を掲載いたしました。
　広告デザインには、芸術・文化・ス
ポーツを通じて立川を世界に愛される都市
にしたいという想いを込めています。イラス
トレーターのまつやまたかし氏が描き下ろ
した“にぎやかで楽しい立川立飛”のイラスト

広報部課長

山縣　貴史 氏（やまがた・たかし）

掲載紙＝朝日（東京）、毎日（東京）、読売（東京）、
　　　　日経、日刊スポ（東京）
掲載日＝2024/11/1
スペース/色＝二連版全30段/カラー
企画＝読売広告社
制作＝読広クリエイティブスタジオ
Pro＝黒岩泰広
CD＝小原裕美子
AD＝根上咲
C＝松本千鶴
D＝塚本敦之
 I＝まつやまたかし

には、当社が手掛けた施設やイベントの他、
自治体キャラクターなども描かれ、多くの
方々から「さまざまな発見があり細部まで
楽しめる」とご好評をいただきました。
　この広告は、地域の魅力を広く伝えると
同時に、立川と共に未来を歩む企業として
の当社の想いをお届けするものです。100
周年を機に、さらに地域に貢献する取り組
みを進めてまいります。

岩
手
日
日
新
聞
社

創立100年の節目に　家族の物語に寄り添う

　当社創立100年の節目に、地域の人々
の暮らしやなりわいを記録したいと取り組
んだのが「わが家にも100年物語」です。
古い写真を手掛かりに身近な人に話を聞
いてみませんかと呼び掛けたところ、20代

から80代の方が記録者として参加しまし
た。4代にわたる測量一家、大漁旗作り、
まちの写真館……。4回にわたり12の家族
の物語を取り上げ、大正から昭和期のエ
ピソードを掘り起こすことができました。
　「自分史を作りたい」「子どもに語れるよ
うに」。それぞれの思いのもと、モノクロ

営業局企画部主幹

熊谷　絵美子 氏（くまがい・えみこ）

2023年7月30日付

たくさんのメッセージでぐんまちゃんを浮かび上がらせた

掲載紙＝岩手日日
掲載日＝2023/7/30、9/30、11/11、12/7
スペース/色＝全45段（12/7）、二連版全30段
　　　　　  （7/30、9/30、11/11）/カラー
Pro＝熊谷絵美子、門間理香
CD・C＝熊谷絵美子
AD＝千葉史江
D＝阿部夏海

写真とともに構成した紙面は見応えがあり、
読者から「懐かしい」「自分もえんつこ

（嬰児籠）に入っていた」などの反響があ
りました。みて、きいて、記録した家族の
物語。伴走する過程で、これからもロー
カルらしくあれ、というエールをいただい
たように感じています。
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記念日
広告

事例特集

1月
4月

正
月

新
年
度

2月 5月
母の日

成人の日

エイプリル
フール

受
験

こ
ど
も
の
日

3月 6月
東日本
大震災

時の
記念日

国
際

女
性
デ
ー

世
界
環
境

デ
ー

広告主＝講談社
掲載紙＝朝日、毎日、読売

広告主＝雪印メグミルク
掲載紙＝読売

広告主＝福井県
掲載紙＝東京

広告主＝芝浦工業大学
掲載紙＝朝日
掲載日＝2024/3/8
スペース/色＝全15段/カラー

広告主＝東急不動産
掲載紙＝毎日

広告主＝伊藤忠商事
掲載紙＝産経（ほか朝日、毎日、読売、日経/5紙切り替え）
掲載日＝2023/4/3
スペース/色＝全15段/カラー

合格御守　たくさんの栄養と
「がんばれ」をこめて

広告主＝味の素
掲載紙＝朝日、毎日、読売（いずれも東京、夕刊）
掲載日＝2023/1/30（毎日）、2/2（読売）、2/3（朝日）
スペース/色＝二連版全30段/カラー

あしたは、時の記念日。
広告主＝セイコーグループ
掲載紙＝日経
掲載日＝2023/6/9
スペース/色＝二連版全30段/モノクロ

※記載の情報は、本特集で紹介する広告紙面の掲載紙・日・スペースとしています。

子ども広告
広告主＝大塚製薬、東邦、西松屋チェーン、日本新薬
掲載紙＝朝日
掲載日＝2024/5/5
スペース/色＝全30段/カラー ママのにおいが好き。

広告主＝ロート製薬
掲載紙＝朝日

物
語
を
、
ど
う
ぞ
。

ガ
セ
リ
菌
SP
株
ヨ
ー
グ
ル
ト

「
お
正
月
も
、
元
日
か
ら

休
ま
ず
働
い
て
お
り
ま
す
。」

恐
竜
、
再
誕
。

広告主＝盛岡商工会議所など協賛185社・団体
掲載紙＝岩手日報
掲載日＝2024/3/11
スペース/色＝15段/カラー

3
月
11
日
を
、大
切
な
人
に

ご
め
ん
ね
．を
言
う
日
に
も

で
き
た
ら
。

国
際
女
性
デ
ー

＃
こ
の
男
女
差
は

な
ぜ
だ
ろ
う

暮らす。愛する。
商いする。

いきもの東急不動産　
見逃し新聞配信、シジュウカラ
営巣REPLAY！

広告主＝サントリーホールディングス
掲載紙＝朝日（東京）、読売（東京）、日経
掲載日＝2024/1/8
スペース/色＝全7段/モノクロ

サントリー
「新成人」広告2024

広告主＝牛乳石鹼共進社
掲載紙＝産経

い
い
湯
で
、
い
い
年
、

は
じ
め
よ
う
。

掲載日＝2024/1/1
スペース/色＝全15段/カラー

掲載日＝2024/1/1
スペース/色＝全15段/カラー

掲載日＝2024/1/1
スペース/色＝全15段/カラー

広告主＝日本財団
掲載紙＝全国各紙

保
存
版

災
害
時
の
「
水
の
知
恵
」

掲載日＝2024/3/11
スペース/色＝全15段/カラー

掲載日＝2023/4/1
スペース/色＝全15段/カラー

掲載日＝2024/5/12
スペース/色＝全15段/カラー

掲載日＝2024/6/5
スペース/色＝全15段/カラー

特　集　　この日のためにある新聞広告　～記念日・周年広告特集～  特　集
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7月 10月

11月

12月

土
用
の

丑
の
日

法
の
日

8月
山の日

勤
労
感
謝
の
日

国消国産
の日

トラックの日

広
島
平
和

記
念
日

野
菜
の
日

犬
の
日

9月
防
災
の
日

ながさき
平和の日

敬
老
の
日

ク
リ
ス
マ
ス

大
晦
日

広告主＝鹿屋市
掲載紙＝南日本（ほか朝日〈東京〉）
掲載日＝2023/7/3
スペース/色＝全15段/カラー

広告主＝タイガー魔法瓶
掲載紙＝朝日、読売

広告主＝長崎市など協賛各社・団体
掲載紙＝長崎
掲載日＝2023/8/9
スペース/色＝二連版全30段/モノクロ

広告主＝シティインデックスホスピタリティ、SOMPOケア
掲載紙＝神戸
掲載日＝2024/9/16
スペース/色＝全15段/カラー

広告主＝日本たばこ産業
掲載紙＝山梨日日（右）、静岡（左）
掲載日＝2024/8/11
スペース/色＝全15段×2/カラー

広告主＝キユーピー
掲載紙＝朝日、読売
掲載日＝2024/8/31
スペース/色＝全15段/カラー

広告主＝アサヒビール
掲載紙＝全国各紙

広告主＝岡山県司法書士会
掲載紙＝山陽

広告主＝KADOKAWA
掲載紙＝朝日
掲載日＝2023/11/1
スペース/色＝全15段/カラー

D
O
G 

S
I
G
N
A
L
×
犬
の
日

広告主＝茨城県トラック協会
掲載紙＝茨城
掲載日＝2024/10/9
スペース/色＝全15段/カラー

10
月
9
日
は
ト
ラ
ッ
ク
の
日

ト
ラ
ッ
ク
は
生
活
と
経
済
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

広告主＝JAグループ熊本、
　　　　熊本県農業政策確立対策本部
掲載紙＝熊本日日
掲載日＝2024/10/16
スペース/色＝全15段/カラー

国
産
を
選
ぶ
。
そ
れ
は
、

未
来
へ
つ
な
が
る
お
買
い
物
。

国
消
国
産

土
用
の
「
う
し
の
日
」
問
題

こ
の
新
聞
を

燃
や
し
て
く
だ
さ
い
。

２
０
２
３
平
和
企
画

き
ょ
う
９
月
16
日
は

「
敬
老
の
日
」

8
月
31
日
は
野
菜
の
日　

あ
つ
ま
れ
！
み
ん
な
の
わ
く
わ
く
サ
ラ
ダ　

10月1日は「法の日」

クリスマスは、泡で乾杯！
Merry Christmas！は、
生ジョッキ缶で。

「表裏一体 富士山世界文化遺産」
企画

広告主＝福屋
掲載紙＝中国

追悼メッセージ広告

広告主＝イオンリテール
掲載紙＝朝日、読売、中日、新潟、中国

も
う
す
ぐ

あ
っ
た
ら
し
い
年
が

や
っ
て
く
る

掲載日＝2023/12/31
スペース/色＝全15段/カラー

掲載日＝2024/8/6
スペース/色＝全5段/モノクロ

掲載日＝2024/9/1
スペース/色＝全15段/カラー

掲載日＝2024/9/22
スペース/色＝全30段/カラー

掲載日＝2023/12/24
スペース/色＝全15段/カラー

特　集　　この日のためにある新聞広告　～記念日・周年広告特集～  特　集

広告主＝パーソルホールディングス
掲載紙＝日経

＃
こ
れ
誰
に
お
礼

言
っ
た
ら
い
い
で
す
か

掲載日＝2023/11/23
スペース/色＝全15段/カラー
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キッコーマン株式会社
経営企画室　コーポレートブランド担当マネジャー

黒川　博子 氏（くろかわ・ひろこ）

千代紙で彩る多様性　コーポレートスローガンの想いを表現

　キッコーマングループは1917年の設立
以来、しょうゆをはじめ、食品や飲料、酒類な
ど、さまざまな商品やサービスを提供してい
ます。
　当グループは「おいしい記憶をつくりた
い。」というコーポレートスローガンを掲げて
います。「おいしい記憶」は、食にまつわる
体験を通じて積み重ねられます。地球上の
より多くの人がしあわせな記憶を積み重ね、
ゆたかな人生をおくれるようお手伝いをして
いきたい、という想いをこめています。
　新聞広告は、スローガンにこめた想いを
情緒的に訴求し、多くの方と共有することを
目的に出稿しています。今回の広告では、
華やかな紋や柄の豊かな和紙でつくられた
色とりどりの「千代紙」の世界を、季節の食
材を使った和の食の彩り、料理をするよろこ
びと重ねて描きました。色鮮やかな世界を、
料理で楽しみながら、伝えながら、色とりど

りのおいしい記憶がひろがっていく。そのよ
ろこびを、すべての人に届けたい。そんな想
いを、「多様性」という言葉にこめて表現し
ています。
　広告をご覧になったお客様からは、「美し
く素敵な広告」「鮮やかな色彩で思わず歓
声を上げた」など、ありがたい感想が多数寄
せられました。コピーも共感を呼び、「写真
も言葉も優しくてあたたかく心が潤う」とい
う声もございました。また、広告紙面の絵柄
を使用した手芸作品が複数届きました。い

ずれも「広告がきれいだったので形にして
残したい」と、制作してくださったものでし
た。出稿した新聞広告に共感いただき、お
客様がかわいらしい姿に変えてお届けして
くださることや想いを発信してくださること
は大変うれしい反響でした。
　これからも商品やレシピなどの提供と併
せて、「おいしい記憶をつくりたい。」にこめ
た私たちの想いを共有し、多くの方が「おい
しい記憶」を積み重ねるお手伝いをしていき
たいと考えています。

よつ葉乳業株式会社 
総務広報グループ

蔵田　英正 氏（くらた・ひでまさ）

新聞広告で社会貢献施策を発信　より良い社会の実現に向けて

　よつ葉乳業は1967年、「酪農経営の長
期安定」と、「自分たちの手で、より良い
牛乳と乳製品を消費者の皆様にお届けし
たい」という酪農家の思いから、農民資
本により設立された乳業会社です。北海
道産の良質な生乳を原料として使用し、
おいしく安全で高品質な牛乳・乳製品とし
てお届けすることで、酪農家と全国のお客
様の架け橋になる、それが創業当初から
変わらない当社の使命です。
　当社は道内外におけるブランド認知向上
への取り組みとして、2017年から全国のラ
ンナーが集う「北海道マラソン」に協賛
していますが、同時にこの大会をSDGs活
動の一環と位置付け、さまざまな社会貢
献施策を実施しております。また、この取
り組みをより多くの方々に知ってもらいた
いとの思いから、活動の採録広告を北海
道新聞に掲載しました。

　具体的にはパラスポーツへの理解醸成
のため、視覚障がい者ランナーおよび伴
走者が着用するビブスの贈呈を毎年行っ
ています。また、24年大会からランナーの
最後尾でゴミ拾いをしながら完走を目指す
「プロギングプロジェクト」を導入しました。
当社は「北海道マラソン」がより持続可
能でクリーンな大会となる一助になればと
の思いで、この活動の支援を継続したい
と考えております。
　さらには22年より札幌視覚支援学校の
教諭や生徒、OBがボランティアで実施して
いる「無料マッサージブース」の特別協
賛を実施しております。晴れた日は30度
を超える過酷な環境の中、4〜5時間屋外
で施術を行っている現状を知り、扇風機の
設置や通気性の良いユニフォームの提供
など環境整備のサポートを行っています。
同校の教諭は「障がいを持つ私たちは、
日頃から多くの方に助けていただいている。
大会を通してその恩返しがしたい」とこの
活動の意図を話していました。

　私たちは、この大会に携わる方々の思
いを新聞という広告媒体を通して、たくさ
んの読者に知らせていくことが企業の役
割の一つであると認識しており、こうした
活動によって「より良い社会の実現」に
つながっていくものと考えております。

だいています。

　このコミュニティの最大の特徴は「ソー

シャル・マスメディア」という新しい価値

を提供してきた点です。生活者のインサイ

トをユーザーの発話から読み解き、社会性

を加えて発信することを表現した造語で、

「きっかけ」ではユーザーの声から生まれた

コンテンツを、記事や広告、イベントなど

さまざまな形で発信してきました。

　また、参画企業のコミュニティにお

いても、成功事例が多数生まれていま

す。フジボウアパレル様の「涼ブラコ

ミュニティ」では、生活者のインサイ

トを広告に反映することでECサイト

へのアクセスが10倍以上に増加。ま

た、全国農業協同組合中央会様の「食

と農のみらいコミュニティ」では、「ひ

とくち農家プロジェクト」というクラウド

ファンディングに挑戦し、ユーザーに米の

田植えや収穫を体験してもらうことで、ロ

イヤルティーの向上に成功しています。

　「きっかけ」は5年目を迎えるにあたり、

「ニッポンを一歩先へ」という新たなテー

マを掲げてリニューアルしました。新聞

社がオンラインコミュニティを運営する

意義を改めて問い直し、防災、地方創生、

女性活躍推進など、日本が抱える諸問題

を企業や団体、ユーザーとともに解決を図

るためのプラットフォー

ムとしてアップデートさ

れています。産経新聞

社の新たな挑戦にぜひ

ご期待ください。

　産経新聞社のオンラインコミュニティ

「きっかけ」は、2024年8月で4周年を迎

え、7万人以上のユーザーが活発に会話を

繰り広げる場へと成長しました。ユーザー

の発言から企業の商品・サービスに対する

本音を引き出し、ソリューションを提案す

る広告商品として、これまでに30を超え

る企業、団体、官公庁・自治体にご活用いた

多岐にわたり展開する新聞社の事業やサービスを紹介します。
タイトルには「新聞社の多彩な取り組みが芽吹き、さまざまな分野で貢献する
樹木に育つように…」という思いを込めました。新聞社の芽

産経新聞東京本社
メディアビジネス局ソリューションユニット
ソリューション１部長

野㟢　勇 氏（のざき・ゆう）

オンラインコミュニティ「きっかけ」は
社会課題解決の場に

詳しくはこちらから

北海道新聞　2024年9月28日付 

朝日新聞（2024年3月17日付）、読売新聞（3月23日付）
読者から寄せられた手芸作品

「きっかけ」トップ画面

県内に届けました。火災に遭った輪島朝

市の現場に立ち「人と人が、地域と地域が

助け合うことで、乗り越えられない災害な

どない」と朝市の復活を支援することを決

意。朝市関係者の協力を得て準備を重ね、

9月1日付で全面広告を掲載、盛岡市の複

合商業施設「monaka」前特設売り場で

「出張輪島朝市inもりおかmonaka」を3

日間開催しました。 　初日の開始前から市民が殺到し仕入れ

た商品が不足、追加発注するほどの盛況ぶ

りでした。岩手県民の方々の支援マインド

の高さに驚くとともに、誇らしく、うれし

い気持ちになりました。

　その後も能登地方を記録的豪雨が襲い、

追い打ちをかけるような状況に人ごとと

は思えず、心を痛めました。25年1月で能

登半島地震から1年となりました。私たち

は東日本大震災でいただいた支援を忘れ

ることなく、これからも岩手から、心と心

が通い合うような活動を続けていきます。

　2024年元日に発生した能登半島地震

を目の当たりにし、東日本大震災を経験し

風化防止に取り組んできた岩手日報社だ

からこそできることはないか――。

　震災直後の岩手県は、不安と悲しみに打

ちひしがれる中で、石川県をはじめ国内外

からたくさんの励ましの声や支援をいた

だきました。今度は「岩手から能登に応援

メッセージを届けたい」と考え、地元の北

國新聞に広告を掲載するという方法を選

びました。

　応援メッセージは直接の取材やSNSで

募り、そのすべてが励ましや思いやりの気

持ちにあふれたものばかりでした。年始

の慌ただしい時期だったにもかかわらず、

29社・団体から協賛をいただき、発災か

ら10日後の24年1月11日付に掲載しま

した。

　8月には東日本大震災被災者・企業から

の支援物資や暑さ対策の生活用品を石川

岩手日報社
総合ビジネス局ビジネス開発部長

中村　吉孝 氏（なかむら・よしたか）

東日本大震災の経験を胸に
能登の被災地支援に取り組む

出張輪島朝市の様子

2024年9月1日付
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　第一弾は、県内を運行する現役全国最古

の路面電車が同じ120周年という縁で実現

した「とさでん交通」とのコラボ企画です。路

面電車120周年の本紙4ページ特集は、表

紙に新旧の路面電車が行き交うデザイン、終

面に当社のキャラクター「にゅーすけ」を描

いたラッピング電車のイラストを配し、新聞

バッグ作りにも適したレイアウトに仕上げ

ました。延べ200人以上の読者にご協力い

ただき、特集面を使った新聞

バッグを1000個制作。「新

聞で高知のおまちを包もう」

プロジェクトと題し、高知市

中心部の街路市で配布しま

した。大勢の家族連れや観

光客が押し寄せ、配布は30

分ほどで終了。「土佐の日曜

市」が両社からの明るいメッ

セージに包まれました。

　創刊記念日には、身の回り

の「幸せ」を詠んだ川柳などを募集し、応募

582点のうち優秀作品を紙面や、「にゅーす

け」ラッピング電車内で発表しました。子ど

もたちからも「高知のハッピーニュース」を

テーマに絵を募集し、県内企業の協賛を得て、

同様に発表。紙面から飛び出して、県内外の

人に高知に暮らす幸せを“おすそわけ”しま

した。今後も地域や読者、企業とともに、高

知県の未来に寄り添う取り組みを続けたい

と思います。

　高知新聞は2024年９月1日に創刊120

周年を迎えました。周年を機に、人口減に歯

止めがかからない高知県の現状を踏まえ、改

めて高知に暮らす幸せを県民とともに考え

ようと、多彩な記念事業を展開。「Think

“HAPPY”」をスローガンに、読者や地元企

業、土佐の城下町で300年以上続く街路市

にもご協力いただき、紙面と連動した立体的

なキャンペーンを実施しています。

高知新聞社
営業局営業推進部長

福原　寿宏  氏（ふくはら・としひろ）

Think“HAPPY”
高知に暮らす幸せをともに考える

「空間」というメディアを活用し
商業施設で来館者に発信

広告委員会の活動報告

『新聞広告報』ウェブ移行のお知らせ
「新聞広告データアーカイブ」を刷新します

　日本新聞協会は2024年12月3日、日本アド
バタイザーズ協会とオンラインセミナーを共催し、
広告主、広告会社、新聞社などから282件
の申し込みがあった。モデレーターはADK 
マーケティング・ソリューションズの星聡宏氏

（クリエイティブディレクター・コピーライター）
が務めた。
　パネルディスカッションには、星氏と味の素
の三輪壮氏（コミュニケーションデザイン部コミ
ュニケーション戦略グループマネージャー）、サ
ントリーホールディングスの佐藤賢氏（コミュニ
ケーションデザイン本部宣伝部課長）が登壇。

「新聞の枠を超えた新聞広告～新聞広告か
ら始まるSNSコミュニケーション～」をテーマに、
新聞広告を起点にSNSを駆使し、複合的な

新聞広告起点の複合的なコミュニケーション紹介
――日本アドバタイザーズ協会とセミナーを共催

コミュニケーションを行った事例紹介や新聞媒
体を選択した理由、期待する役割などについ
て議論を交わした。
　星氏は新聞広告とSNSが相性のよい理由
として「襟を正したメッセージに見える」「１
回きりの発信ができる」「タイミングに合わせ
た発信ができる」「手元に届き、加工するこ
とができる」「地域に根ざした発信ができる」
と指摘。
　味の素の三輪氏は、本格中華専用と認知
されていたオイスターソースを家庭でも気軽に
楽しんでもらうため、固定観念の打破を目指し
俳優や生産者の顔写真でレタスを包んでもらう

「レタス保存用新聞」をはじめとする多面的な
広告展開を紹介。「新聞広告を起点にテレビ

やSNSなどいろいろなメディアで紹介いただい
た」と語った。
　サントリーホールディングスの佐藤氏は、母
の日に出稿し、父の日に向けたウイスキーのネ
ーム入りラベルが当たるキャンペーンを展開し
た新聞広告を紹介。新聞は「催事のタイミン
グに合わせ社会に発信できる信頼性のあるメ
ディアであり、お客様それぞれの大切な瞬間
をつかむことができる。加えて立体的な設計
にできるとより効果を発揮する」と語った。
　事例紹介では、産経新聞東京本社の

「フェムケアプロジェクト×国際女性デー企画
『知るって、やさしい一歩!』」、信濃毎日新
聞社の「長所県長野県～素晴らしき日々 のそ
ばに～」について報告があった。

繊研新聞社が主催する「テナントが選ぶ

ディベロッパー大賞」で21、22年度に「社

会貢献賞」を受賞。23年度「特別賞」の受

賞につながりました。また、モレラ岐阜の

約200店舗のテナントと協業して実施し

た「廃棄衣類のクリスマスツリー」は、テナ

ントの従業員から集めた古着を活用し、大

型のクリスマスツリーを制作。ディスプレ

イとして、「衣類ロス」削減のメッセージと

して、またテナントの広告としても機能し

ました。

　4年目となる24年は、双方向のコミュニ

ケーションができる企画に挑戦。「WHY?

WAI!! なんで？は楽しい！」と題したパネ

ル展では、来館する子どもたちに「なん

で？」と疑問に感じていることを投書して

もらい、回答は県内の大学教授や専門家に

協力してもらいました。

　子どもたちの「声」を拾うことができる

のは、家族連れが多い商業施設だから。そ

して、地元の有識者に協力してもらいやす

いのは新聞社だからこそ。「真面目だけど、

楽しい」は新聞広告の得意分野です。年間

約1000万人の来館者が訪れる「空間」と

いうマス・メディアを活用し、社会的役割

を果たす広告を機能させていきたいと思

います。

　岐阜新聞社は2021年7月、創刊140

年を機に地元の大型商業施設「モレラ岐

阜」に「岐阜新聞メディアばこ」という常設

のテナントとして参入しました。「空間」と

いう新しいメディアを所有したことによ

り、これまでとは全く違う広告の手法につ

ながりました。　

　なかでも、「SDGsを体感する商業施設」

というキャッチコピーのもと、施設の運営

会社と共同で年間を通じて実施した

SDGs17ゴールにひもづく複数の事業は、

岐阜新聞社
営業局営業企画部副部長

山田　桃子 氏（やまだ・ももこ）

廃棄衣類のクリスマスツリー

2024年5月5日付

「にゅーすけ」ラッピング電車

2024年5月1日付

　日本新聞協会広告委員会は2024年10月20
日の「新聞広告の日」にあたり、10月16日か
ら20日まで新聞広告統一PRキャンペーンを実
施した。新聞各社からキャンペーンの企画を
募集し、寄せられた27件の中から選ばれた
河北新報社の「新聞からご当地ソングが聴
こえてくる。The newspaper is your jukebox.」
を実現させた。
　全国各地の新聞社が推薦し運営事務局
が選んだ47都道府県のご当地ソングを、紙
面上の二次元コードからスマートフォンを通じ
ユーチューブで視聴できる。紙面は全国を

「北海道・東北」「関東」「中部・北陸」
「近畿」「中国・四国」「九州・沖縄」の6
地区で背景を中心に切り替えた。青森県出

デジタルとの連動でメッセージ届ける
新聞広告統一PRキャンペーン「新聞からご当地ソングが聴こえてくる。」

身のタレント・アーティストである王林さんがPR
アンバサダーを務め、新聞で作ったドレスを着
用して全国76紙の各題号の読者へ呼びかけ
るビジュアルを掲載。全国の「歌えるご当地
キャラクター」やインフルエンサーなどとともに
SNSでの発信を行った。あわせて25年1月15
日まで公開する特設サイトやSNSで、「好きな
ご当地ソング」とその地にまつわるエピソード
を募集する投稿企画も実施した。
　SNSには好意的な感想が多く寄せられ、テ
レビやラジオ番組でも取り上げられるなど、大
きな反響があった。渡部秀一広告委員会委
員長は本プロジェクトに関し、「デジタルと連
動することで、新聞を読んでいない方 に々もメ
ッセージが届けられる」と述べた。

　日本新聞協会広告委員会の機関誌

『新聞広告報』は本号を最後に紙媒体で

の発行からウェブに移行することとなりま

した。これに伴い新聞広告総合ウェブサ

イト「新聞広告データアーカイブ」

（https://www.pressnet.or.jp/adarc/）

を刷新し、全コンテンツをスマートフォ

ン対応いたします。サイトリニューアル

は、2025年7月頃を予定しています。

　なお、毎年10月発行の新聞広告賞

の受賞活動集につきましては、刊行を

継続します。

　今後も新聞広告への理解と利用促進

を図るため、さまざまな事例紹介や活

性化のための特集を組み、皆さまに役

立つようコンテンツを充実させていきま

す。引き続きご利用賜りますようお願い

申し上げます。



私はどんなアイデアやデザインを考える
時も「視点」を非常に大事にしています。

企業とそのブランドや製品、またその
広告が生まれる時には「どう見るのか？」
という視点が大切で、その視点の違いが
企業やブランドまたは、我々クリエータ
ーの差をつくると思っています。

多様化したメディアも本来、そのメデ
ィアの存在価値というのは、そのメディ
アが「どう世の中を見て、どうメッセー
ジするのか？」というまさに「視点」の
差によってそのメディアの独自の存在価
値がつくられてきたと思います。

メディアはただの媒体でもなく、手段
でもなく、枠でもないのです。

今現在、新聞社は本来の「メディアの
視点」というものを保っている数少ない
メディアの一つだと思います。新聞には
各専門分野を扱う記者がいて取材を行い
その記者の数だけの視点と、どう編集し、
発信するのかという視点が多く入ってい
ます。

多くの新聞社が紙媒体としての新聞だ
けでなく、デジタルメディアも持っていま
すが、その大きな構造は変わっていない
ように思います。

昔は世の中の人や我々のようなデザイ
ナーも含めて、自ら主体的に「よく見よ
う」という意識が強かったと思います。

デジタルが発達し、自分が強く「見よ
う」と意識しなくてもさまざまな情報やメ
ッセージが勝手に入ってくる時代になっ
てしまい、人間の大切な能力の一つであ

る「観察し思考する」という能
力が低下しているように思いま
す。その悪習はつくり手である
我々のようなクリエーターやメ
ディアも同じです。すぐ検索し、
出てきた流

は や
行りのイメージや言

葉を良しとし、なんならすでに
編集されたものまで多く、それ
を集めアレンジするだけでもの
ごとが出来上がってしまうクリ
エーティブとは真逆の世の中に
なっているように感じます。

コロナが落ち着き、海外に
行く機会も増え日本だけかと思
っていましたが、今まで面白い
と感じていた国でも、似たよう
に「視点の多様性」を感じにく
くなり、「物事の均一化」がも
の凄

すご
いスピードで進んでいるこ

とに危機感を感じます。
逆を言えば、やはり自分の「視点」を

大切にすることには価値があると確信で
きることでもあります。

私はまさにコロナがはじまった2020年
に博報堂から独立し、STUDEOというク
リエーティブスタジオを立ち上げました。
言わば自分自身が企業を立ち上げ、自分
というブランドを持ったわけです。そうな
るとどう存在価値をつくるか？ということ
はもはや他人事ではなく、一番の課題に
なってきます。その時にやはり「視点」
が全てのクリエーティビティーの根源で
その差で存在価値が生み出されることを

実感します。新聞や新聞社のメディアを
通してさまざまな企業経営者やつくり手
などのリアルな声を読み、答えが明確に
なったという実体験があります。

自分もブランドやプロダクト、さらには
広告をつくる仕事をする際には、その企
業やブランドの視点を、私なりの視点を
もって世の中にわかりやすく可視化できる
ように努めたいと思っています。「企業や
ブランドのビジョンを、明確にビジュアル
に。」ということが私の最大の強みだと思
っています。またその領域を大きくしてい
きたいということが私のビジョンです。

視点が、すべてを生み出す。

池澤 樹 氏
Ikezawa Tatsuki
アートディレクター／クリエーティブディレクター
東京都町田市出身。博報堂を経て、2020年クリエーティブスタジオ「STUDEO」設立。
トヨタ自動車、レクサス、サントリー、テレビ朝日、クラシエなどの仕事を手がける。
PKGデザインやロゴデザインからCM・グラフィック広告・ウェブまたは展示会などの
空間デザインまで一貫した世界観でブランド構築を行っている。東京ADC会員。
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